


























































































　リズム指標の中で，本論で用いるのは Pairwise Variability Index （PVI）で
ある（Grabe & Low 2002）。この指標は発話内における母音および子音の時
間長のばらつきに関する指標であり，以下の式で表現される。
（1） a. Raw PVI （rPVI ），正規化なし
rPVI＝          │dk－ dk+1│/(m－ 1)
m－1
k＝1
 b. Normalized PVI （nPVI ），正規化あり



































図 1.  Grabe & Low （2002）の実験結果（の一部）
（Grabe & Low 2002, p.528）










のため，Grabe & Low （2002）は正規化された数値を使うことをためらって
いるのである。




























生 3名と英語母語話者 1名であった。それぞれ JPS （Japanese Student） 1，
JPS2, JPS3，ENS （English Native Speaker）と表記する。JPSの年齢は 20－
21歳，ENSは 50代であった。ENSはアメリカ出身であった。3名の JPSは，






Swan & Smith （2001）から採っている。
（2） 実験に使用したパッセージ
My uncle, John Smith, has a very good job. He’s a university professor, 
actually, and very intelligent. But the strange thing is, he’s always losing 
things. It’s quite extraordinary. Last Thursday, for example, during a trip to 
London on business, he accidentally left his umbrella on the train. It must 
be the sixth time he’s lost that same umbrella. It’s a rather special one, with 
red and yellow stripes, a present from his youngest daughter for his birthday 
one year. Anyway, the next day, as soon as he was free, he called at the Lost 
Property Ofﬁ ce to ask about it. Fortunately, it’s in the next street to his house. 









SONY Liner PCM Recorder PCM-M10とコンデンサーマイクロフォン ECM-
MS907を用いた。
　分析の手順としては，まず 5種類の朗読音声資料それぞれについて，音
声分析ソフトウェア Praat （Boersma & Weenink, 1992-2017）を用いてセグメ
ンテーションを行い，リズム指標である PVIを算出した。具体的な方法は






　図 1と図 2に得られた PVI値を示す。図 2と図 3の違いは，横軸に正規
化された値を用いているか否かであり，図 2では横軸に正規化されていない
母音間 PVI値 （Intervocalic raw PVI）を，図 3では正規化された母音間 PVI
値 （Intervocalic normalized PVI）を用いている。
　Grabe & Low （2002）では前者が採用されているが，今回正規化された母











































られる。縦軸は図 2と同じであり，JPSが 3名とも ENSよりも総じて低い
Vocalic nPVI値を取っていることはすでに指摘した。
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できる。例えば Ashby & Maidment （2005），Cruttenden （2014），Ladefoged & 
Johnson （2015），Roach （2009）などを参照。
5． 実際に聴覚的な印象では，英語力の伸長により留学後は JPSたちの音読がス
ムーズになったと感じられた。
